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【週刊タバコの正体】 

   2025年10月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.62 

(No.837)第5話 COPDと寿命 

－初期の症状は「ちょっと気になるなあ」ぐらいでも... 

  

 皆さん、COPDという病気を知っていますか。日本語では慢性閉塞性肺は

い疾患と呼ばれる肺の病気です。左図のように気管支が炎症をおこし狭く

なり、少しの運動で息切れしたり、呼吸をするとゼイゼイ・ビュービュー

と音がしたり、せきやたんが出るなどの症状があります。  

 初期の症状はあまり重くありませんが、世界の死亡原因の３位になるほ

どの病気で、COPDの患者の９０％は喫煙歴があるとされています。下図の

とおり、タバコを吸い続けるとCOPDが進行し寿命を縮めることになりま

す。  

 

 タバコを吸い始めてしまうとCOPDで寿命を縮める確率が高くなるのです

から、タバコに手をだしてはいけません。  

■Vol.62 

(No.838)第6話 加熱式は大丈夫？ 

－健康被害がゼロではないこと... 

 

 ライターで火をつけモクモクと煙をだす紙巻タバコに対して、煙が少な

い加熱式タバコの利用者が増えています。  

 煙が少ないだけではなく、左表にあるように煙に含まれる有害成分も少

ないと報告されているので、「健康への害はない」「周りに迷惑をかけな

い」と思ってしまいがちです。  

 

 しかし、”煙が全くでない”わけではなく、”有害成分が全くない”わ

けでもないのです。ただ”少ない”というだけなので、健康への被害や周

りへの迷惑をかける可能性はあるのです。  

 にもかかわらず「煙も有害性が少ないから遠慮なく吸える」なんて考え

てしまう人も少なくないだろうと思います。  

 

 紙巻タバコよりマシだからと思い込んで、何十年も吸い続けると、一本

一本の有害成分がちょっと少ない事がどれほど影響するでしょうか。  

 

 加熱式タバコだから大丈夫だとは言えないですよね。  
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■Vol.62 

(No.839)第7話 もったいない 

－買い続ける費用、病気になってその治療費... 

    

 いったんタバコを吸い始めてニコチン依存症になってしまうと、毎日タ

バコを吸い続ける生活になってしまいます。そうなると常にタバコを持ち

歩くことになり、無くなるたびに買い続けなければなりません。仮に２０

本入りのタバコ１箱が６００円とし毎日買い続けたとすると年間２１万円

以上が必要です。そんな生活を１０年、２０年、３０年と続けると下図よ

うに費用がかかるのです。言い方を変えれば、タバコを吸い始めなければ

これだけの金額が節約できるわけです。  

 そして、なによりもタバコを吸い続けると自身の健康が損なわれ病気に

なる可能性は高くなります。病気になると快適な生活を送ることができな

くなり、治療が必要になる場合も多くなります。  

 下のグラフは、その治療費に関する研究を厚生労働省がまとめたもので

す。それを見ると喫煙者が禁煙すると、禁煙期間が長くなるにつれて、医

療費が減っているのがわかります。  

 

 つまり、タバコを吸い始めると、多額の購入費用を出費した上に、病気

になって医療費も多くかかってしまうわけです。  

 

 まるで病気になるためにお金を出して、病気になれば治すためのお金も

出しているように思いませんか。  

 

 「もったいない」ですよね。  

■Vol.62 

(No.840)第8話 タバコ規制 

－日本は世界の動向に遅れをとっている... 

 

 タバコの健康被害は世界的に問題になっているので、WHO（世界保健機

関）はタバコを規制する条約（FCTC）を制定しています。上の表はその内

容の抜粋したものです。  

 その中に、「タバコ製品の包装とラベルにリスクをわかりやすく明記」

するという項目があるので、ほとんどの国のタバコには写真のような警告

文や映像が印刷されています。上が日本のタバコ、下がオーストラリアの

タバコです。  

 海外ではオーストラリアのように、より直接的な警告をしてタバコを規

制する国も多いなか、日本の規制はゆるいとも、遅れているともいえる状

況です。  

 

 タバコの被害をなくそうとする動きは世界的な流れとなっている事を

知っておいて下さい。  
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■Vol.62 

(No.841)第9話 危険な商品 

－口にするものにこんなものが入っている... 

    

 火を使わない加熱式タバコは、タバコの葉を専用の器具を使って電気で

熱してわずかな煙（蒸気）を発生させています。じつは、そのタバコを分

解すると写真のようにその中には、こんな金属片が入っています。そのた

めパッケージには「飲み込むと大ケガにつながり…」という注意が書かれ

ています。  

 煙そのものに有害成分が含まれるうえに、こんな金属片が入っていると

思うと、とても危険な商品に思えませんか。  

 そんな商品をわざわざ手にしてはいけませんよね。  

■Vol.62 

(No.842)第10話 禁煙も素敵 

－健康保険組合HPに掲載されていた禁煙者たちの声... 

 

 一般的にタバコが有害である事は広く知られていますが、何かのきっか

けでタバコを吸い始めてニコチン依存症になってしまった人も少なくあり

ません。そんな人たちの中には、喫煙を続けるデメリットを感じ「タバコ

をやめたい」と禁煙した人も大勢います。そこで、禁煙を推進している某

企業で禁煙した従業員から寄せられた「禁煙して良かったこと」の感想を

紹介します。  

 まず健康面で体調が良くなる事を実感し、仕事の能率が上がるそうで

す。そして、「家族が喜ぶ」「禁煙成功で自信がついた」「たばこに縛ら

れなくなった」など、タバコをやめると、こんなに沢山いいことがあるの

かと感心させられます。  

 

 タバコを吸い始めない事が大切ですが、禁煙するのも素敵な事だと思い

ます。  

URL:https://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 
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